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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　車両に搭載される電源システムの遮断を制御する遮断制御方法であって、前記電源シス
テムは、電源と、発電機と、前記電源に対して前記発電機と並列に接続される電子機器と
、前記電源から前記発電機および前記電子機器への電力供給を遮断するための遮断器と、
前記発電機を制御する第１の制御装置と、前記電子機器を制御する第２の制御装置とを含
み、
　前記遮断制御方法は、
　前記第１の制御装置が、前記電源システムに関する異常を検出する検出ステップと、
　前記異常が検出されると、前記第１の制御装置が、前記発電機の運転を停止させるため
の停止指令を生成して前記発電機へ出力することにより、前記発電機からの電力の供給を
停止する停止ステップと、
　前記異常が検出されると、前記第１の制御装置が、前記電子機器の回路を遮断させるた
めの遮断指令を生成して前記遮断指令を前記電子機器へ出力する指令ステップと、
　前記第１の制御装置から受信した前記遮断指令に従って、前記電子機器の回路の遮断を
実行する実行ステップと、
　前記電力の供給が停止され、かつ、前記電子機器の回路の遮断が実行されると、前記第
１の制御装置が、前記遮断器の開放を実行する開放ステップとを含む、遮断制御方法。
【請求項２】
　前記電源の出力電圧は、前記第１および第２の制御装置の電源電圧よりも高い、請求項
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１に記載の遮断制御方法。
【請求項３】
　前記電子機器はエアコンインバータである、請求項１または２に記載の遮断制御方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、車両に搭載される電源システムに関し、特に、電源システムを無電弧開放する
技術および電源システムの信号線に関する複数の故障から一つの故障を判定する技術に関
する。
【０００２】
【従来の技術】
車両には、補機に電力を供給するための電源として、１２Ｖ、２４Ｖなどのバッテリが搭
載されている。近年、いわゆるハイブリッド車両あるいは電気自動車のように駆動力を電
動機から取り出す車両も徐々に普及しており、また、車両の電子制御化がさらに進められ
てきたこともあり、より高電圧な（たとえば３６Ｖの）バッテリが搭載されるようになっ
てきた。
【０００３】
このように高電圧の電源が使用可能になると、補機をより最適に駆動することができる一
方、電気回路における異常（たとえば、断線、短絡等）に備えた安全機能の必要性も増し
ている。たとえば、高電圧電流による機器への損傷を防ぐための機能、あるいは電弧を発
生させることなく電気回路を遮断する機能が、一層求められている。
【０００４】
特開平１０－２７１６０３号公報（特許文献１）は、そのような安全機能として、過電流
によるバッテリの損傷と回路遮断時における発電超過による電子機器の損傷とを防止する
機能を有する電気自動車を開示する。この電気自動車は、走行用モータと、走行用モータ
に電力を供給するバッテリと、走行用モータとバッテリとの間の電力の変換を制御する制
御回路と、ブレーカと、過電流が検出されると信号を出力する出力回路と、その信号が出
力されると走行用モータの駆動および走行用モータからバッテリへの回生出力を停止する
回路と、過電流の供給を遮断するようにブレーカを制御する制御回路とを含む。
【０００５】
この電気自動車によると、走行中に電子機器の異常が原因で過電流が検出されると、走行
用モータの駆動およびバッテリに対する回生が停止される。その回生が停止された後にブ
レーカが遮断されるので、過電流は電子機器に流れなくなるとともに、放電先がない電圧
の発生を防止することができる。これにより、バッテリの損傷と電子機器の損傷とが防止
される。
【０００６】
【特許文献１】
特開平１０－２７１６０３号公報
【０００７】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、特許文献１に開示された電気自動車によると、遮断される電気回路は１系
統のみであるため、電気回路が２系統以上ある場合にはそのまま適用できないという問題
がある。
【０００８】
すなわち、複数の電気回路が電源を共有する場合、それぞれの電気回路には電子機器およ
びブレーカが接続されている。各電子機器はそれぞれの制御装置により制御されるため、
異常時には各制御装置がそれぞれのブレーカを遮断することになる。しかし、その遮断は
別々に制御されるため、遮断のタイミングが揃わず、結果として、高電圧による電弧を発
生させることなく回路を遮断する、いわゆる無電弧開放を実行できなくなるという問題が
あった。
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【０００９】
本発明は、上述の課題を解決するためになされたものであって、その目的は、複数の電気
回路が電源を共有する電源システムにおいて無電弧開放を実行することができる遮断制御
方法およびその電源システムの信号線に関する故障を判定することができる故障判定方法
を提供することである。
【００１０】
【課題を解決するための手段】
第１の発明に係る遮断制御方法は、電源システムに関する異常を検出する検出ステップと
、異常が検出されると、発電機からの電力の供給を停止する停止ステップと、異常が検出
されると、電子機器の回路の遮断を電子機器に指令する指令ステップと、電子機器の回路
の遮断を実行する実行ステップと、電力の供給が停止され、かつ、電子機器の回路の遮断
が実行されると、遮断器の開放を実行する開放ステップとを含む。
【００１１】
第１の発明によると、遮断制御方法は、車両に搭載される電源システムの遮断を制御する
。その電源システムには、電源と遮断器と発電機と電子機器とが含まれる。電源は、たと
えば１２Ｖ、２４Ｖ、３６Ｖ等のバッテリである。遮断器は、たとえば電源と電気回路と
の接続および開放を制御するメインリレーである。発電機は、たとえばモータジェネレー
タである。電子機器は、たとえばエアコンインバータ、電動パワーステアリングシステム
等である。検出ステップにより、電源システムに関する異常が検出されると、停止ステッ
プにて、発電機からの電力の供給が停止される。たとえば発電が中止される。あるいは発
電機と電源システムとの接続が遮断される。また、その異常が検出されると、指令ステッ
プにて、電子機器の回路の遮断が電子機器に指令され、実行ステップにて、その遮断が実
行される。電力の供給が停止され、さらに電子機器の回路の遮断が実行されると、開放ス
テップにて、遮断器の開放が実行される。このようにすると、遮断器を開放するまでに、
発電機からの電力の供給が停止されるので、不要な電圧が電源システムに発生しない。ま
た、遮断器を開放するまでに、電子機器の回路が遮断されているので、異常時に電流が電
子機器に流入することが防止される。したがって、複数の遮断回路（すなわち遮断器と電
子機器内の遮断回路）を含む電源システムは、電弧を発生することなく開放される。これ
により、複数の電気回路が電源を共有する電源システムにおいて無電弧開放を実行するこ
とができる遮断制御方法を提供することができる。
【００１２】
第２の発明に係る遮断制御方法は、第１の発明の構成に加えて、高電圧の電源を含む電源
システムの遮断を制御する。
【００１３】
第２の発明によると、複数の電気回路が高電圧電源を共有する電源システムにおいて無電
弧開放を実行することができる。
【００１４】
第３の発明に係る遮断制御方法は、第１または第２の発明の構成に加えて、エアコンイン
バータを含む電源システムの遮断を制御する。
【００１５】
第３の発明によると、電源が複数の電気回路に共有され、その電気回路の一つにエアコン
インバータが含まれる電源システムにおいて、無電弧開放を実行することができる。
【００１６】
第４の発明に係る故障判定方法は、電源システムに関する異常を検出する検出ステップと
、異常が検出されると、第１の制御装置が電子機器の回路の遮断を指令する指令ステップ
と、第２の制御装置が、第１の制御装置から信号を受信するステップと、受信した信号に
基づいて、電子機器の状態を検出する検出ステップと、電子機器の状態を認識する認識ス
テップと、検出された状態および認識された状態に基づいて、信号線に関する複数の故障
から一つの故障を判定する故障判定ステップとを含む。
【００１７】
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第４の発明によると、故障判定方法は、車両に搭載される電源システムの信号線に関する
故障（たとえば、短絡、断線など）を判定する。その電源システムは、発電機（たとえば
モータジェネレータ）、電子機器（たとえばエアコンインバータ、電動パワーステアリン
グ装置その他の機器）、その発電機を制御する第１の制御装置、およびその電子機器を制
御する第２の制御装置を含む。この故障判定方法の検出ステップにて、電源システムに関
する異常が検出されると、指令ステップにて、第１の制御装置は電子機器の回路の遮断を
指令する。受信ステップにて、第２の制御装置は、第１の制御装置が電子機器に出力した
信号を受信する。検出ステップにて、第２の制御装置は、その信号に基づいて電子機器の
状態を検出する。認識ステップにて、第２の制御装置は、電子機器から受信した信号に基
づいて電子機器の状態を認識する。この検出された状態あるいは認識された状態とは、た
とえば、電子機器の回路が接続されている状態、あるいは、その回路が遮断されている状
態などである。故障判定ステップにて、第２の制御装置は、検出された状態および認識さ
れた状態に基づいて、複数の故障から一つの故障を判定する。たとえば、これらの状態が
不整合である（すなわち、それぞれ異なる状態である）場合、その信号線は接地短絡する
故障であると判定される。これらの状態が整合している（すなわち、それぞれ同じ状態を
示している）場合、その信号線はその他の故障であると判定される。このように、第１の
制御装置からの信号および電子機器からの信号に基づいて検出される電子機器の状態を比
較することにより、第１の制御装置と電子機器とを接続する信号線に関する故障を判定す
ることができる。これにより、複数の電源回路が電源を共有する電源システムにおいて信
号線に関する故障を判定することができる故障判定方法を提供することができる。
【００１８】
第５の発明に係る故障判定方法は、第４の発明の構成に加えて、故障判定ステップは、検
出された状態と認識された状態とが不整合であるとき、第１の信号線は接地短絡する故障
であると判定するステップを含む。
【００１９】
第５の発明によると、故障判定方法は、第１の信号線の信頼性が第２の信号線の信頼性よ
りも下回る電源システムにおいて、第１の信号線が接地短絡する故障であることを判定す
る。ここで、第１の信号線は、第１の制御装置と電子機器とを接続するケーブル、たとえ
ば銅線である。第２の信号線は、電子機器と第２の制御装置とを接続する、たとえばシリ
アル通信可能なワイヤハーネスである。このような電源システムにおいて、検出された状
態と認識された状態とが不整合であるとき、故障判定ステップにて、第１の信号線は接地
短絡する故障であると判定される。このようにして電源システムの信号線に関する故障を
判定することができる。
【００２０】
第６の発明に係る故障判定方法は、第４の発明の構成に加えて、故障判定ステップは、検
出された状態と認識された状態とが整合すると、第１の信号線は接地短絡する故障と異な
る故障であると判定するステップを含む。
【００２１】
第６の発明によると、故障判定方法は、第１の信号線の信頼性が第２の信号線の信頼性よ
りも下回る電源システムにおいて、第１の信号線が接地短絡する故障と異なる故障を判定
する。ここで、第１の信号線は、第１の制御装置と電子機器とを接続するケーブル、たと
えば銅線である。第２の信号線は、電子機器と第２の制御装置とを接続する、たとえばシ
リアル通信可能なワイヤハーネスである。このような電源システムにおいて、検出された
状態と認識された状態とが整合すると、故障判定ステップにて、第１の信号線は接地短絡
する故障と異なる故障（たとえば断線する故障、あるいは電源システムの電源に短絡する
故障）であると判定される。このようにして電源システムの信号線に関する故障を判定す
ることができる。
【００２２】
第７の発明に係る故障判定方法は、第６の発明の構成に加えて、判定ステップは、第１の
信号線が電源短絡する故障および第１の信号線が断線する故障のいずれかを判定するステ
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ップを含む。
【００２３】
第７の発明によると、第１の信号線が断線する故障および第１の信号線が電源システムの
電源に短絡する故障のいずれかを判定することができる。
【００２４】
第８の発明に係る故障判定方法は、第４～７のいずれかの発明の構成に加えて、高電圧の
電源を含む電源システムにおける故障を判定する。
【００２５】
第８の発明によると、高電圧の電源を含む電源システムにおいて、信号線に関する故障を
判定することができる。
【００２６】
第９の発明に係る故障判定方法は、第４～７のいずれかの発明の構成に加えて、エアコン
インバータを含む電源システムにおける故障を判定する。
【００２７】
第９の発明によると、エアコンインバータを含む電源システムにおいて、エアコンインバ
ータと第１の制御装置とを接続する信号線に関する故障を判定することができる。
【００２８】
【発明の実施の形態】
以下、図面を参照しつつ、本発明の実施の形態について説明する。以下の説明では、同一
の部品には同一の符号を付してある。それらの名称および機能も同じである。したがって
、それらについての詳細な説明は繰返さない。
【００２９】
＜第１の実施の形態＞
図１を参照して、本発明の第１の実施の形態に係る遮断制御方法が使用される電源システ
ム１０００について説明する。この電源システム１０００は、エンジンとモータとにより
駆動力を発生する、いわゆるハイブリッド車両に搭載される。
【００３０】
図１に示すように、電源システム１０００は、ＨＶ＿ＥＣＵ（Hybrid Vehicle＿Electron
ic Control Unit）１００、ＳＭＲ（System Main Relay）１２０、モータジェネレータイ
ンバータ（以下「モータジェネレータ」をＭＧと表わす。）１３０、第１のＭＧ１４０、
第２のＭＧ１４２、高電圧電源１６０、低電圧電源１７０、ＡＣインバータ２００、およ
びＡＣ（Air Conditioner）＿ＥＣＵ４００を含む。高電圧電源１６０は、たとえば３６
Ｖのバッテリである。低電圧電源１７０は、たとえば１２Ｖのバッテリである。
【００３１】
ＨＶ＿ＥＣＵ１００は、信号線１０２を介してＭＧインバータ１３０に接続される。ＨＶ
＿ＥＣＵ１００は、信号線１０４を介してＡＣインバータ２００に接続される。ＨＶ＿Ｅ
ＣＵ１００は、信号線１１０を介してＳＭＲ１２０のコントローラ（図示しない）に接続
される。ＡＣ＿ＥＣＵ４００は、信号線１０６を介してＡＣインバータ２００に接続され
る。ＡＣ＿ＥＣＵ４００は、信号線１０８を介してＨＶ＿ＥＣＵ１００に接続される。こ
こで、信号線１０６および信号線１０８は、車両における多重通信（たとえばシリアル通
信）を行なうことができる、データ通信の信頼性が高い信号線（たとえばワイヤハーネス
）である。このような信号線により、電源システム１０００の省線化が図られるとともに
、膨大な量の信号を的確に伝送することができる。
【００３２】
ＨＶ＿ＥＣＵ１００は、第１のＩＧ（Ignition）１８０を介して接地される。ＡＣ＿ＥＣ
Ｕ４００は、第２のＩＧ１９０を介して接地される。
【００３３】
高電圧電源１６０は、ＳＭＲ１２０を介してＭＧインバータ１３０およびＡＣインバータ
２００に電力を供給する。低電圧電源１７０は、ＨＶ＿ＥＣＵ１００、ＡＣ＿ＥＣＵ４０
０その他の電子機器（図示しない）に電力を供給する。また、低電圧電源１７０は、専用
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の発電機（図示しない）により、あるいは、高電圧電源１６０からの高電圧電流をコンバ
ータ（図示しない）により降圧して得られる低電圧電流により充電される。
【００３４】
ＳＭＲ１２０は、高電圧電源１６０を含む電気回路の接続および遮断を行なう。この接続
および遮断は、信号線１１０を介して受信するＨＶ＿ＥＣＵ１００からの指令に基づいて
行なわれる。
【００３５】
ＭＧインバータ１３０は、高電圧電源１６０からの直流電流を所定の交流電流に変換して
、その電流を第１のＭＧ１４０と第２のＭＧ１４２とに供給する。ＭＧインバータ１３０
は、信号線１０２を介して受信するＨＶ＿ＥＣＵ１００からの指令に基づいて制御される
。
【００３６】
ＡＣインバータ２００は、高電圧電源１６０からの直流電流を所定の交流電流に変換して
、その電流をＡＣ駆動モータ１５０に供給する。ＡＣインバータ２００は、信号線１０４
を介して受信するＨＶ＿ＥＣＵ１００からの指令と、信号線１０６を介して受信するＡＣ
＿ＥＣＵ４００からの指令とのいずれかに基づいて制御される。
【００３７】
第１のＭＧ１４０および第２のＭＧ１４２は、所定の条件が成立すると駆動力（トルク）
を発生あるいは増加する。たとえば、車両の運転者による加速要求が検知されると、第１
のＭＧ１４０および第２のＭＧ１４２はトルクを増加し、車両は加速する。第１のＭＧ１
４０および第２のＭＧ１４２は、車両が減速しているとき、回生制動により発電する。こ
のように発電された電力がＭＧインバータ１３０を介して高電圧電源１６０に供給される
と、高電圧電源１６０は充電される。
【００３８】
ＡＣ駆動モータ１５０は、ＡＣインバータ２００から供給される交流電流により動力を発
生し、車両の空調装置、いわゆるエアコンのコンプレッサ（図示しない）を駆動する。
【００３９】
図２を参照して、本実施の形態に係るＡＣインバータ２００の構成について説明する。図
２に示すように、ＡＣインバータ２００は、ＣＰＵ（Central Processing Unit）２１０
、信号入力部２２０、信号出力部２３０、インバータ部２４０、および遮断回路２５０を
含む。ＣＰＵ２１０は、制御回路２１２および論理演算回路２１４を含む。
【００４０】
ＣＰＵ２１０には、信号入力部２２０からの制御信号が入力される。この制御信号は、Ａ
Ｃ＿ＥＣＵ４００がＡＣ駆動モータ１５０の作動を変更するための指示信号、ＡＣ＿ＥＣ
Ｕ４００によるＡＣインバータ２００の回路の遮断指示信号、ＨＶ＿ＥＣＵ１００による
ＡＣインバータ２００の回路の遮断指示信号などである。制御回路２１２は、これらの信
号に基づいて、後述するＡＣインバータ２００内の他の回路あるいはＡＣ駆動モータ１５
０を制御する。また、論理演算回路２１４は、入力された信号に基づいて所定の論理演算
を行なう。この論理演算には、論理和の算出などが含まれる。
【００４１】
信号入力部２２０には、ＨＶ＿ＥＣＵ１００およびＡＣ＿ＥＣＵ４００からの信号が入力
される。信号出力部２３０は、信号線１０６を介してＡＣ＿ＥＣＵ４００に接続され、Ｃ
ＰＵ２１０からの制御信号を出力する。
【００４２】
インバータ部２４０は、高電圧電源１６０から供給される直流電流を交流電流に変換して
、その交流電流をＡＣ駆動モータ１５０に供給する。遮断回路２５０は、制御回路２１２
からの制御信号に基づいてＡＣインバータ２００の内部の回路を遮断する。
【００４３】
図３を参照して、本実施の形態に係る遮断制御方法を実現するプログラムの制御構造を、
フローチャートに基づいて説明する。
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【００４４】
ステップ（以下「ステップ」をＳと表わす。）３０２にて、ＨＶ＿ＥＣＵ１００は、電源
システム１０００の異常を検知する。この検知は、電源システム１０００の各部に設けら
れたセンサ（図示しない）からの信号に基づいて行なわれる。検知される異常には、たと
えば電源システム１０００における信号線の断線、短絡、あるいは第１のＭＧ１４０ある
いは第２のＭＧ１４２からの過大な放電等が含まれる。
【００４５】
Ｓ３０４にて、ＨＶ＿ＥＣＵ１００は、第１のＭＧ１４０および第２のＭＧ１４２の停止
をＭＧインバータ１３０に指令する。これにより、第１のＭＧ１４０および第２のＭＧ１
４２に対する交流電流の供給が停止され、これらのＭＧは停止する。また、第１のＭＧ１
４０あるいは第２のＭＧ１４２が発電している場合には、高電圧電源１６０の充電が行な
われなくなる。
【００４６】
Ｓ３０６にて、ＨＶ＿ＥＣＵ１００は、ＡＣインバータ２００の停止を指令する。この指
令は、信号線１０４を介してＡＣインバータ２００に送信されるとともに、信号線１０８
を介してＡＣ＿ＥＣＵ４００に送信される。これにより、ＡＣ＿ＥＣＵ４００は、自己の
内部に保持する、ＡＣインバータ２００の状態に関するデータを、ＨＶ＿ＥＣＵ１００か
らの出力指令が表わすデータに同期させることができる。
【００４７】
Ｓ３０８にて、ＡＣインバータ２００のＣＰＵ２１０は、ＨＶ＿ＥＣＵ１００からの指令
に基づいて、遮断回路２５０に遮断を実行させる。これにより、ＡＣインバータ２００の
内部の回路が遮断される。その結果、ＡＣ駆動モータ１５０に対する交流電流の供給が停
止され、ＡＣ駆動モータ１５０は停止する。
【００４８】
Ｓ３１０にて、ＨＶ＿ＥＣＵ１００は、ＳＭＲ１２０の遮断を指令する。すなわち、ＳＭ
Ｒ１２０を開放するための信号がＳＭＲ１２０のコントローラ（図示しない）に送信され
、ＳＭＲ１２０の遮断が実行される。
【００４９】
以上の構造およびフローチャートに基づく、本実施の形態に係る遮断制御方法が使用され
る電源システム１０００の動作について説明する。
【００５０】
電源システム１０００において異常が検知されると（Ｓ３０２）、ＨＶ＿ＥＣＵ１００は
、ＭＧインバータ１３０に第１のＭＧ１４０および第２のＭＧ１４２の停止の指令を出力
する（Ｓ３０４）。これにより、第１のＭＧ１４０および第２のＭＧ１４２の駆動が停止
し、これらのＭＧによる発電が行なわれなくなる。
【００５１】
ＨＶ＿ＥＣＵ１００がＡＣインバータ２００の遮断を指令すると（Ｓ３０６）、ＡＣイン
バータ２００のＣＰＵ２１０は、遮断回路２５０による遮断を実行する（Ｓ３０８）。こ
れにより、高電圧電源１６０とＡＣ駆動モータ１５０との接続が遮断される。
【００５２】
ＨＶ＿ＥＣＵ１００がＳＭＲ１２０の遮断を指令すると（Ｓ３１０）、ＳＭＲ１２０はコ
ントローラ（図示しない）により開放される。この開放のとき、第１のＭＧ１４０および
第２のＭＧ１４２による発電は行なわれていないので、ＳＭＲ１２０は無電弧開放される
。
【００５３】
以上により、本実施の形態に係る遮断制御方法によると、電源システム１０００において
異常が検知された場合には、ＨＶ＿ＥＣＵ１００は、ＭＧインバータ１３０の内部の回路
とＡＣインバータ２００の内部の回路とを遮断した後に、ＳＭＲ１２０を開放する。この
ようにすると、電源を共有する複数の電気回路（すなわち、ＡＣインバータ２００を含む
回路、ＭＧインバータ１３０を含む回路）が別々の制御装置（すなわち、ＡＣ＿ＥＣＵ４
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００、ＨＶ＿ＥＣＵ１００）により制御されていても、電弧を発生させることなくＳＭＲ
１２０を開放することができる。これにより、複数の電気回路が電源を共有する電源シス
テムにおいて無電弧開放を実行することができる遮断制御方法を提供することができる。
【００５４】
＜第２の実施の形態＞
以下、本発明の第２の実施の形態について説明する。なお本実施の形態に係る故障判定方
法が使用される電源システムは、前述の第１の実施の形態に係る電源システム１０００（
図１）と同じハードウェア構成を有する。それらの機能も同じである。したがって、それ
らについての詳細な説明はここでは繰返さない。
【００５５】
図４を参照して、本実施の形態に係る故障判定方法が使用されるＡＣ＿ＥＣＵ４００の構
成について説明する。図４に示すように、ＡＣ＿ＥＣＵ４００は、入力回路４１０、認識
回路４２０、検出回路４３０、判定回路４４０、および出力回路４５０を含む。
【００５６】
入力回路４１０には、図１に示された信号線１０６，１０８が接続される。認識回路４２
０および検出回路４３０には、入力回路４１０からの信号が入力される。判定回路４４０
には、認識回路４２０および検出回路４３０からの信号が入力される。出力回路４５０に
は、判定回路からの信号が入力される。この出力回路４５０には、車両の故障診断システ
ムに含まれるメモリ（図示しない）への信号線（図示しない）が接続される。
【００５７】
図５を参照して、本実施の形態に係る故障判定方法を実現するプログラムの制御構造を、
フローチャートに基づいて説明する。
【００５８】
Ｓ５０２にて、ＡＣ＿ＥＣＵ４００は、ＨＶ＿ＥＣＵ１００から信号を受信する。この信
号には、指令信号が含まれている。ここで指令信号とは、ＨＶ＿ＥＣＵ１００からＡＣイ
ンバータ２００に送信された、ＡＣインバータ２００を制御するための信号をいう。この
指令信号には、ＡＣインバータ２００の回路を遮断させる指令が含まれる。
【００５９】
Ｓ５０４にて、ＡＣ＿ＥＣＵ４００は、Ｓ５０２にて受信した信号に基づいてＡＣインバ
ータ２００の状態を検出する（以下、この検出された状態を「状態Ａ」という）。この状
態には、ＡＣインバータ２００の回路が接続している状態あるいは開放されている状態が
含まれる。
【００６０】
Ｓ５０６にて、ＡＣ＿ＥＣＵ４００は、ＡＣインバータ２００から信号を受信する。この
信号には、ＡＣインバータ２００の状態を表わす信号が含まれている。この状態には、Ａ
Ｃインバータ２００の回路が接続している状態もしくは開放されている状態、またはＡＣ
インバータ２００の内部における電流もしくは電圧の値などが含まれる。
【００６１】
Ｓ５０８にて、ＡＣ＿ＥＣＵ４００は、Ｓ５０６にて受信した信号に基づいてＡＣインバ
ータ２００の状態を認識する（以下、この認識された状態を「状態Ｂ」という）。
【００６２】
Ｓ５１０にて、ＡＣ＿ＥＣＵ４００は、状態Ａと状態Ｂとが不整合であるか否かを判断す
る。この判断は、状態Ａを表わすデータと状態Ｂを表わすデータとが不一致であるか否か
に基づいて行なわれる（すなわち、これらのデータが不一致であるとき、状態Ａと状態Ｂ
とは不整合であると判断される）。状態Ａと状態Ｂとが不整合であるとき（Ｓ５１０にて
ＹＥＳ）、処理はＳ５１２に移される。そうでないとき（Ｓ５１０にてＮＯ）、処理はＳ
５１４に移される。
【００６３】
Ｓ５１２にて、ＡＣ＿ＥＣＵ４００は、信号線１０４がＧＮＤ（Ground）ショート（すな
わち接地短絡）する故障であると判定する。
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【００６４】
Ｓ５１４にて、ＡＣ＿ＥＣＵ４００は、その他の故障であると判定する。その他の故障に
は、断線、電源ショート等が含まれる。
【００６５】
Ｓ５１６にて、ＡＣ＿ＥＣＵ４００は、判定結果を出力する。この出力先は、たとえば故
障診断システムに含まれるメモリ（図示しない）あるいは運転席のダッシュボードに設け
られる警告灯（図示しない）などである。
【００６６】
以上の構造およびフローチャートに基づく、本実施の形態に係る故障判定方法が使用され
る電源システムの動作について説明する。
【００６７】
車両の走行中に、ＡＣ＿ＥＣＵ４００は、ＨＶ＿ＥＣＵ１００から信号を受信すると（Ｓ
５０２）、その信号に含まれている、ＨＶ＿ＥＣＵ１００がＡＣインバータ２００に出力
した指令信号に基づいて、ＡＣインバータ２００の状態（状態Ａ）を検出する（Ｓ５０４
）。ＡＣ＿ＥＣＵ４００は、ＡＣインバータ２００から信号を受信すると（Ｓ５０６）、
その信号に基づいてＡＣインバータ２００の状態（状態Ｂ）を認識する（Ｓ５０８）。
【００６８】
検出された状態Ａと認識された状態Ｂとが不整合であるとき（Ｓ５１０にてＹＥＳ）、Ａ
Ｃ＿ＥＣＵ４００は、信号線１０４がＧＮＤショートする故障であると判定する（Ｓ５１
２）。その後、その判定結果が出力され（Ｓ５１６）、必要な処置が促される。
【００６９】
以上により、本実施の形態に係る故障判定方法によると、２つの制御装置（すなわち、Ｈ
Ｖ＿ＥＣＵ１００とＡＣインバータ２００）からの各信号に基づいて取得したＡＣインバ
ータ２００の状態（すなわち、状態Ａと状態Ｂ）の不整合を検出することにより、ＨＶ＿
ＥＣＵ１００とＡＣインバータ２００とを接続する信号線１０４がＧＮＤショートする故
障であるか否かを判定することができる。このようにすると、ＳＭＲ１２０を無電弧開放
させるために、ＨＶ＿ＥＣＵ１００とＡＣインバータ２００との間に設けられた信号線１
０４に関する故障を判定することができる。これにより、無電弧開放を実行する電源シス
テムにおける故障を判定することができる故障判定方法を提供することができる。
【００７０】
今回開示された実施の形態はすべての点で例示であって制限的なものではないと考えられ
るべきである。本発明の範囲は上記した説明ではなくて特許請求の範囲によって示され、
特許請求の範囲と均等の意味および範囲内でのすべての変更が含まれることが意図される
。
【図面の簡単な説明】
【図１】　本発明の第１の実施の形態に係る遮断制御方法および第２の実施の形態に係る
故障判定方法が使用される電源システムの概略図である。
【図２】　本発明の第１の実施の形態に係るＡＣインバータの構成を表わすブロック図で
ある。
【図３】　本発明の第１の実施の形態に係る遮断制御方法を実現するプログラムの制御構
造を表わすフローチャートである。
【図４】　本発明の第２の実施の形態に係る故障判定方法が使用されるＡＣ＿ＥＣＵの構
成を表わすブロック図である。
【図５】　本発明の第２の実施の形態に係る故障判定方法を実現するプログラムの制御構
造を表わすフローチャートである。
【符号の説明】
１００　ＨＶ＿ＥＣＵ、１０２，１０４，１０６，１０８，１１０　信号線、１２０　Ｓ
ＭＲ、１３０　ＭＧインバータ、１４０　第１のＭＧ、１４２　第２のＭＧ、１５０　Ａ
Ｃ駆動モータ、１６０　高電圧電源、１７０　低電圧電源、１８０　第１のＩＧ、１９０
　第２のＩＧ、２００　ＡＣインバータ、２１０　ＣＰＵ、４００　ＡＣ＿ＥＣＵ、１０



(10) JP 4134719 B2 2008.8.20

００　電源システム。

【図１】 【図２】



(11) JP 4134719 B2 2008.8.20

【図３】 【図４】

【図５】



(12) JP 4134719 B2 2008.8.20

10

20

フロントページの続き

(51)Int.Cl.                             ＦＩ                                                        
   　　　　                                Ｂ６０Ｒ  16/02    ６５０Ｒ          　　　　　
   　　　　                                Ｂ６０Ｒ  16/02    ６７０Ａ          　　　　　
   　　　　                                Ｂ６０Ｒ  16/02    ６７０Ｚ          　　　　　

    審査官  上野　力

(56)参考文献  特開２００２－１９１１０２（ＪＰ，Ａ）
              特開平０７－１１５７０１（ＪＰ，Ａ）
              特開平０８－２９８７０１（ＪＰ，Ａ）
              特開平１０－２７１６０３（ＪＰ，Ａ）

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              B60L   3/04
              B60L   3/00
              B60L  11/14
              B60R  16/02
              B60R  16/03


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

